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【議案審議結果】

認
　
定

令和４年度奈井江町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度奈井江町国民健康保険事業会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度奈井江町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度奈井江町下水道事業会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計歳入歳出決算の認定について

全会一致

報
　
告

補助団体監査結果報告について

報告済

令和５年度に公表する健全化判断比率について　（広報ないえ10月号に掲載）

令和５年度に公表する資金不足比率について
病院事業会計　資金不足比率　12.5％

令和５年度奈井江町教育委員会事務事業の点検及び評価報告書について

補
正
予
算

令和５年度奈井江町一般会計補正予算（第５号）
歳入歳出に、23,070千円を追加し、補正後の総額は67億95,361千円
　歳入　交付税41,237千円の減・繰入金65,183千円の増
　歳出　障がい支援10,827千円・公衆浴場補助2,953千円の増・外

全会一致

条
　
　
例
　
　
等

奈井江町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 全会一致

字の名称及び区域の変更
茶志内東地区　圃場整備の施行に伴う変更

全会一致

北海道市町村職員退職手当組合規約の変更
後志広域連合の新規加入に伴う変更

全会一致

工事請負契約の議決事項の変更【奈井江町新庁舎建設建築主体工事】
変更前の金額　971,300,000円　　変更後の金額　1,066,450,000円

全会一致

工事請負契約について【奈井江町新庁舎外構工事（その１）】
契約金額　132,880,000円
契約者 拓友工業・鈴由・共和経常建設共同企業体

全会一致

人
　
事

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
令和５年９月18日付けをもって任期満了に伴い、川端　孝史氏の再任に同意

全会一致

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
令和５年９月30日付けをもって任期満了に伴い、矢萩　優子氏の再任に同意

全会一致

　第３回定例会は９月７日から９月14日まで開催され、令和４年度決算認定の他、提案
された条例、補正予算、人事案等、すべての議案を可決しました。
　その結果、令和５年度一般会計予算の歳入歳出総額は67億72,291千円となりました。
　その他４件の報告、請願１件・意見書３件・決議案１件を可決し閉会しました。
� （傍聴者数 延べ30名）

第３回定例会で審議された議案
令和５年９月７日開催
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令和５年８月24日開催第４回臨時会
【議案審議結果】
■令和５年度奈井江町一般会計補正予算（第４号）

歳入歳出に16,742千円を追加し、予算の総額を6,772,291千円とする
　歳入　役場整備事業債15,500千円・基金繰入1,242千円の増加
　歳出　役場庁舎外構工事費16,742千円の増加

【請願・意見書審議結果】※P12参照
請　願　件　名 請願者名 採択

公衆浴場存続を求める請願書 公衆浴場存続を
求める住民一同

全会一致

意　見　書　件　名 提案者

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強
化を求める意見書 石川正人議員

国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書 篠田茂美議員

肥料燃料などの生産資材等高騰対策の強化を求める意見書 大矢雅史議員

上記３件の意見書はいずれも全会一致で可決し、衆参両院議長、内閣総理大臣ほか関係大臣に
提出しました。
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９月定例会では４人の議員が ９月定例会では４人の議員が 一般質問一般質問 を行いました。 を行いました。
QRコードQRコード を読みとることで一般質問の音声を聞くことができます。を読みとることで一般質問の音声を聞くことができます。

ここここをを問問うう町政

遠 

藤
今
年
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
猛

暑
の
な
か
小
・
中
学
校
で
は
ど

の
よ
う
な
暑
さ
対
策
を
講
じ
て

き
た
の
か
。

ま
た
安
全
に
か
つ
授
業
に
し

っ
か
り
集
中
し
て
取
り
組
め
る

環
境
が
重
要
。

厳
し
い
財
政
状
況
も
理
解
す

る
が
、
小
・
中
学
校
へ
の
冷
房

機
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う

町 

長
小
中
学
校
で
の
猛
暑
対
策

は
、
扇
風
機
の
追
加
購
入
を
は

じ
め
、
授
業
中
の
水
分
補
給
、

体
育
授
業
の
中
止
、
奈
井
江
小

学
校
の
１
年
生
か
ら
３
年
生
で

は
午
前
授
業
、
４
年
生
か
ら
６

年
生
で
は
授
業
時
数
短
縮
、
そ

し
て
奈
井
江
中
学
校
の
部
活
動

は
中
止
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て

き
た
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
共
に
パ

ソ
コ
ン
教
室
と
保
健
室
に
は
冷

房
設
備
が
既
に
完
備
し
て
お

り
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
交
代
で

利
用
し
た
り
、
体
調
の
悪
く
な

っ
た
児
童
生
徒
は
保
健
室
に
退

避
さ
せ
る
等
の
対
策
が
行
わ
れ

た
。過

日
児
童
生
徒
、
教
職
員
の

健
康
管
理
を
最
優
先
と
す
る
環

境
整
備
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
の
判
断
を
行
い
、
冷
房
設
備

の
設
置
を
教
育
長
に
指
示
を
し

た
。

遠 

藤
こ
れ
ま
で
各
委
員
会
や
議
会

懇
談
会
等
で
要
望
が
出
さ
れ
て

き
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
猛
暑
が
続

く
と
予
測
を
さ
れ
て
い
る
が
、

最
優
先
と
し
て
入
院
病
棟
へ
の

冷
房
機
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺

う町 

長
各
病
室
に
お
け
る
対
応
と
し

て
は
、
扇
風
機
に
よ
る
送
風
や

窓
ガ
ラ
ス
へ
の
遮
熱
シ
ー
ト
の

設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
ア
イ
ス
枕
や
冷
凍
剤
等
を

活
用
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

患
者
さ
ん
の
体
調
に
合
わ
せ
て

暑
熱
対
策
を
行
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
近
年
は
異
常
な
高
温
多

湿
と
な
る
中
、
特
に
南
側
の
病

室
は
外
気
温
よ
り
も
３
度
か
ら

４
度
室
温
が
高
く
な
る
た
め

に
、
本
年
は
特
に
長
期
間
に
わ

た
り
日
中
の
高
温
が
35
度
以
上

と
な
る
状
況
が
続
い
た
こ
と
か

ら
、
患
者
や
家
族
の
ほ
か
、
医

師
を
含
む
職
員
か
ら
も
病
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
の
必
要
性

に
つ
い
て
要
望
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
私

自
身
も
病
棟
内
の
状
況
を
確
認

し
患
者
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
て

職
員
の
健
康
管
理
の
観
点
か
ら

も
、
暑
熱
対
策
の
必
要
性
を
確

認
し
た
こ
と
か
ら
、
事
務
局
に

対
し
て
来
年
夏
に
向
け
た
対
策

の
実
施
を
指
示
し
た
。

現
在
、
設
備
内
容
や
設
置
方

法
、
財
源
の
確
保
な
ど
も
含
め

て
早
急
に
検
討
と
協
議
を
進
め

て
い
る
が
、
全
道
一
斉
に
こ
う

い
う
状
況
に
あ
る
た
め
、
冷
房

機
の
確
保
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
現
年
度
内
の
対
応
も
含

め
、
状
況
を
見
な
が
ら
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

小
・
中
学
校
に

冷
房
機
の
設
置
を　
　
　

町
長 

来
年
の
夏
に
向
け
冷
房
機
の
設
置
を
指
示

町
立
国
保
病
院
の

冷
房
機
の
必
要
性
は

町
長 

来
年
夏
に
向
け
た
対
策
の
実
施
を
指
示

遠藤共子

音声はこちら
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石 

川
子
供
た
ち
へ
の
暑
さ
対
策

と
、
家
族
や
町
民
か
ら
の
要
望

は
？教

育
委
員
会
で
暑
さ
対
策
の

会
議
は
開
か
れ
た
の
か
？

教
育
長

環
境
省
の
暑
さ
指
数
を
参
考

に
適
切
に
対
応
し
保
護
者
に

は
、
そ
の
都
度
伝
え
て
い
る
。

学
校
か
ら
要
望
を
受
け
小
中

学
校
に
扇
風
機
を
緊
急
配
置
し

た
。
公
民
館
や
文
化
ホ
ー
ル
で

の
活
動
も
可
能
な
限
り
暑
さ
対

策
を
行
い
事
業
の
中
止
は
な
か

っ
た
。

直
接
、
家
族
や
町
民
か
ら
の

要
望
や
、
暑
さ
対
策
の
会
議
は

無
か
っ
た
。
普
段
か
ら
学
校
と

の
情
報
共
有
や
教
育
委
員
会
へ

の
直
接
の
要
望
は
受
け
て
い
る
。

石 

川
幼
児
や
在
宅
高
齢
者
、
町
立

病
院
の
入
通
院
患
者
へ
の
暑
さ

対
策
や
要
望
は
？

対
策
の
基
準
は
？

対
策
の
迅
速
な
周
知
方
法

は
？事

業
所
の
協
力
を
得
て
、
町

民
を
暑
さ
か
ら
守
る
事
に
つ
い

て
。町 

長
町
民
に
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

や
保
健
指
導
を
通
じ
て
、
注
意

喚
起
や
保
健
師
の
指
導
を
行
っ

た
。
こ
ど
も
園
で
は
、
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
見
守
り
体
調
管

理
を
行
っ
た
。
気
温
の
上
が
る

昼
寝
の
時
間
に
は
エ
ア
コ
ン
の

在
る
部
屋
を
利
用
し
て
い
る
。

高
齢
者
は
熱
中
症
の
リ
ス
ク

が
高
い
の
で
、
暑
さ
予
防
の
重

要
性
を
高
齢
者
教
室
や
サ
ロ

ン
、
家
庭
訪
問
等
で
訴
え
て
い

る
。町

民
か
ら
は
、
エ
ア
コ
ン
が

あ
る
施
設
へ
の
居
場
所
提
供
の

要
望
が
あ
っ
た
。
み
な
く
る　

を
積
極
的
に
利
用
し
て
も
ら

い
、
利
用
者
も
増
え
た
。

町
立
病
院
で
は
、
エ
ア
コ
ン

の
無
い
場
所
に
扇
風
機
や
遮
熱

シ
ー
ト
付
け
、
患
者
用
に
ア
イ

ス
枕
や
保
冷
剤
を
大
幅
に
増
強

し
て
い
る
。

暑
さ
対
策
は
国
や
気
象
庁
の

基
準
を
参
考
に
し
て
い
る
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
注
意
喚

起
の
必
要
性
は
理
解
す
る
が
、

豊
富
な
報
道
情
報
を
共
有
し
、

伝
わ
り
難
い
町
民
に
伝
え
る
事

が
重
要
だ
と
思
う
。

事
業
所
の
協
力
は
大
切
だ
と

思
う
。
普
段
か
ら
の
協
力
体
制

を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

石 

川
教
育
施
設
の
暑
さ
対
策
は
？

学
校
に
冷
房
設
備
は
出
来

る
？教

育
長

小
中
学
校
の
冷
房
設
置
の
試

算
を
始
め
た
。
来
年
の
夏
に
間

に
合
わ
す
場
合
、
補
助
金
を
受

け
る
の
は
難
し
い
。
大
き
な
財

政
出
動
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
健
康
を
守
り
、
学
び
を
支

え
る
環
境
づ
く
り
を
優
先
し
た

い
。石 

川
公
共
施
設
の
暑
さ
対
策
？

病
院
に
冷
房
設
備
は
出
来

る
？町 

長
町
立
病
院
に
は
補
助
金
の
確

保
を
含
め
、
早
急
な
対
応
を
指

示
し
て
お
り
、
来
年
の
夏
に
間

に
合
わ
せ
た
い
。

公
共
施
設
の
内
、
学
校
、
病

院
は
財
源
を
度
外
視
し
て
で
も

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

そ
の
他
の
公
共
施
設
は
財
源

確
保
を
し
っ
か
り
行
い
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。石 

川
奈
井
江
町
は
今
年
３
月
に
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を
行
っ
た
。

行
財
政
が
厳
し
い
中
、
公
共
事

業
を
有
利
な
補
助
金
を
得
て
行

う
べ
き
だ
と
思
う
。
今
後
、
冷

房
設
備
を
含
め
た
公
共
事
業
に

取
り
組
む
と
き
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
関
連
補
助
事
業
な
ど
、
有
利

な
補
助
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
は
？

町 

長
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
は
避
け
て
通

れ
な
い
問
題
と
思
い
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
自
治
体
の
補
助

事
例
も
承
知
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
作

る
中
で
、
国
か
ら
の
支
援
の
制

度
を
取
り
込
み
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
時
期
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
事
と
今
回
の

緊
急
性
の
高
い
事
業
と
は
切
り

離
し
て
考
え
た
い
。

今
年
の
夏
の
暑
さ
対
策
と

今
後
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

石川正人

音声はこちら
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根 

岸
奈
井
江
町
に
お
け
る
把
握
し

て
い
る
空
き
家
件
数
。

町 

長
空
き
家
件
数
は
平
成
29
年
時

点
で
86
件
。
昨
年
の
件
数
は
１

７
０
件
。５
年
間
で
約
２
倍
に
増

え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
、中
古
住
宅
購
入
助
成
を

行
っ
た
件
数
は
80
件
と
な
っ
て

い
て
活
用
さ
れ
る
住
宅
も
多
く

あ
る
一
方
で
、そ
の
ま
ま
空
き
家

と
な
っ
て
い
る
住
宅
が
多
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
。

根 

岸
空
き
家
解
体
助
成
金
の
導
入

は
。

町 

長
現
在
は
移
住
定
住
の
観
点
か

ら
新
築
住
宅
の
建
設
助
成
で
最

大
３
０
０
万
円
の
助
成
を
し
て

お
り
、
既
存
住
宅
の
解
体
に
も

充
当
で
き
る
よ
う
金
額
設
定
を

し
て
い
る
。

ま
た
、
管
理
不
全
の
空
き
家

や
特
定
空
き
家
の
未
然
防
止
の

観
点
で
は
、
安
全
で
安
心
な
生

活
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、

解
体
助
成
の
在
り
方
を
今
後
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

根 

岸
今
後
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金

に
つ
い
て

町 

長
近
年
、
応
募
件
数
が
増
加
し

令
和
５
年
度
で
は
、
13
件
の
方

が
抽
選
か
ら
外
れ
る
結
果
と
な

っ
た
。
現
在
共
奏
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
連
携
し
た
新
た
な
空
き
家

活
用
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
奈
井
江
町
を
見
据
え
た
中

で
こ
れ
ま
で
の
住
宅
助
成
制
度

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
解
体

助
成
な
ど
の
新
し
い
助
成
制
度

な
ど
住
み
よ
い
住
環
境
の
構
築

に
向
け
て
、
次
期
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
中
で
町
民
の
皆
さ
ん
、

関
係
団
体
と
も
議
論
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

根 

岸
令
和
３
年
度
の
寄
附
受
納
額

が
前
年
度
に
比
べ
て
大
き
く
減

少
し
た
考
え
得
る
原
因
は
。

町 

長
令
和
２
年
度
に
「
日
経
ト
レ

ン
デ
ィ
」
の
米
の
ヒ
ッ
ト
甲
子

園
と
い
う
企
画
で
、
新
砂
川
産

特
別
栽
培
米
ゆ
め
ぴ
り
か
が
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
倍

増
し
、
令
和
２
年
度
に
初
め
て

１
億
円
を
超
え
た
結
果
と
な
っ

た
。
そ
の
効
果
も
徐
々
に
薄
ら

ぎ
、
寄
附
額
が
減
少
し
て
い
る

状
況
。
そ
の
一
方
で
価
格
を
判

断
基
準
と
し
て
い
る
寄
附
者
も

多
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
が

ら
な
い
厳
し
い
現
実
も
。

根 

岸
今
後
の
寄
附
受
納
額
の
見
通

し
や
活
用
方
法
に
つ
い
て

町 

長
寄
附
額
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
推
移

を
見
ま
す
と
、
大
き
く
上
向
き

に
転
じ
る
こ
と
は
な
か
な
か
厳

し
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。
昨
年
同
時
期
と
比
較
す

る
と
１
４
３
件
、２
１
１
万
４
，

０
０
０
円
の
増
加
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、

昨
年
度
以
上
に
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
。

活
用
方
法
で
す
が
、
寄
附
者

に
よ
る
指
定
事
業
の
選
定
を
基

に
財
源
の
な
い
事
業
へ
の
充
当

を
し
て
お
り
、
主
な
充
当
事
業

は
サ
ー
ビ
ス
つ
き
高
齢
者
住
宅

の
運
営
経
費
、
に
わ
山
森
林
自

然
公
園
の
管
理
委
託
料
へ
の
活

用
、
第
２
子
以
降
の
学
校
給
食

費
無
料
化
、
間
口
除
雪
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
委
託
料
な
ど
へ
の
充

当
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

令
和
３
年
度
か
ら
は
、
農
業

担
い
手
育
成
基
金
へ
の
積
立
て

を
実
施
。
農
協
を
は
じ
め
と
す

る
町
内
関
係
事
業
者
と
十
分
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
が
奈
井
江
町
の
財

政
運
営
や
産
業
振
興
に
お
い
て

有
効
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
新

た
な
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
検
討

や
、
共
奏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
も

連
携
し
、
商
品
開
発
ま
た
販
売

方
法
の
支
援
策
等
に
つ
い
て
も

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

○
令
和
４
年
度

　

経
費
を
差
し
引
い
た
実
質
的

な
金
額
約
２
，５
０
０
万
円
。

○
令
和
５
年
度

　

年
度
途
中
の
た
め
、
例
年
の

経
費
率
約
65
％
で
割
り
返
す
と

約
６
２
０
万
円
を
見
込
む

品名 件数 金額

お米 849件 5426万円

食料品 505件 853万円

農産物 389件 263万円

手芸品・加工品 61件 91万円

体験型利用券 74件 281万円

返礼品なし 6件 21万円

品名 件数 金額

お米 250件 1255万円

食料品 152件 281万円

農産物 207件 178万円

手芸品・加工品 17件 23万円

体験型利用券 8件 28万円

返礼品なし 2件 11万円

（８月末現在）

根岸一志

奈
井
江
町
に
お
け
る
住
環
境
整
備
に
つ
い
て 

　
　

増
え
る
空
き
家
。

５
年
間
で
２
倍
に

音声はこちら
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星少
子
高
齢
化
社
会
に
あ
っ

て
、
本
町
で
も
高
齢
者
の
社
会

参
加
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。社

会
参
加
を
閉
ざ
す
加
齢
性

難
聴
は
、う
つ
、ひ
き
こ
も
り
や

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
要
因
に

な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
中
・
軽
度
の
難
聴
者

に
は
健
康
保
険
や
法
的
補
助
が

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

補
聴
器
は
老
眼
鏡
と
比
べ
て

も
大
変
高
額
で
あ
り
、
年
金
生

活
の
下
で
は
購
入
我
慢
、諦
め
、

の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

道
内
で
は
３
市
11
町
１
村
、

近
隣
で
は
、
赤
平
市
や
歌
志
内

市
が
実
施
し
て
い
る
。
難
聴
者

の
日
常
生
活
が
活
気
に
満
ち
て

健
や
か
に
暮
ら
す
た
め
に
、
加

齢
性
難
聴
に
対
す
る
購
入
補
助

制
度
の
創
設
が
必
要
で
は

町 

長
本
町
で
は
、
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
助
成
は
、
両
耳
の
聴
力

レ
ベ
ル
が
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
の

方
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

に
よ
り
障
害
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
き
補
装
具
費
と
し
て
助
成

を
行
っ
て
い
る
。

数
あ
る
補
装
具
の
中
で
、
補

聴
器
を
町
独
自
で
助
成
を
す
る

に
は
、
よ
り
慎
重
な
議
論
が
必

要
と
考
え
る
。

ま
た
、
聴
覚
機
能
の
低
下
が

高
齢
者
全
般
に
関
わ
る
も
の
で

今
後
国
の
助
成
制
度
の
中
で
、

補
装
具
の
対
象
拡
大
等
に
つ
い

て
国
に
働
き
か
け
を
行
う
と
と

も
に
、
近
隣
市
町
の
動
向
を
参

考
に
し
な
が
ら
検
討
を
す
る
。

町 

長
現
在
、
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
は
、
単
身
者
11
名
夫

婦
部
屋
に
４
名
の
方
が
生
活
さ

れ
て
い
る
。
連
日
の
猛
暑
に
よ

り
、
入
居
者
の
健
康
状
況
の
把

握
が
重
要
と
な
り
、
毎
日
生
活

援
助
員
が
常
駐
し
、
毎
朝
健
康

状
態
の
確
認
を
行
い
17
時
以
降

も
、
体
調
不
良
の
際
に
相
談
が

で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
暑
さ
を
理
由
に
体

調
を
崩
し
た
方
は
お
ら
れ
ず
、

窓
な
ど
を
開
け
る
こ
と
で
換
気

を
し
て
暑
さ
を
し
の
い
だ
り
、

気
温
の
上
が
る
日
中
の
外
出
に

注
意
を
呼
び
か
け
た
り
、
生
活

援
助
員
が
扇
風
機
の
利
用
を
促

し
、
水
分
の
細
め
な
摂
取
を
勧

め
な
が
ら
、
体
調
管
理
に
留
意

し
熱
中
症
予
防
へ
の
対
応
を
行

っ
て
き
た
。

今
年
の
猛
暑
が
次
年
度
以
降

も
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
熱
中
症
対

策
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
一
つ

と
し
て
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
設
置
場
所
の

検
討
や
入
居
者
の
意
向
、
設
置

し
た
場
合
の
入
居
費
用
、
管
理

費
へ
の
反
映
を
ど
う
す
る
の

か
、
こ
の
施
設
は
あ
く
ま
で
も

高
齢
者
の
生
活
の
場
で
あ
り
、

医
療
施
設
等
と
は
、
ま
た
違
う

こ
と
も
御
理
解
い
た
だ
い
た
う

え
で
、
課
題
を
ど
う
整
理
す
る

の
か
が
問
わ
れ
る
。

公
共
施
設
等
全
般
に
わ
た
る

エ
ア
コ
ン
設
置
の
検
討
や
財
源

の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
も
課
題

と
し
て
残
り
ま
す
。　
　
　

こ
れ
ら
の
課
題
を
整
理
し
計

画
的
な
設
置
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ひ
だ
ま
り
」

の
熱
中
症
対
策
を
ど
う
考
え
る

町
長 

課
題
を
整
理
し
計
画
的
な
設
置
に
つ
い
て
検
討

星年
々
命
の
危
険
を
伴
う
厳
し

い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
、
今
年

の
夏
場
も
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
の
発
令
も
多
く
出
さ
れ
た
。

室
内
で
発
症
さ
れ
る
熱
中
症

は
、
昼
夜
問
わ
ず
予
想
以
上
に

恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。

 

利
用
者
さ
ん
の
命
を
守
る
観

点
か
ら
も
、
ク
ー
ラ
ー
設
置
を

来
年
夏
に
向
け
て
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
は

高
齢
者
対
策 

　
　
　

補
聴
器
購
入
補
助
制
度

の
創
設
に
つ
い
て

町
長 
近
隣
市
町
の
動
向
を
参
考
に
検
討

星 厚早

音声はこちら
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主な Q & A

定
住
促
進
事
業

問 

令
和
４
年
度
の
移
住
状

況
は

答 

企
画
財
政
課
長

新
築
助
成
で
13
件
41
名
。

内
町
外
者
は
８
件
23
名
。

中
古
助
成
で
13
件
29
名
。

内
町
外
者
は
８
件
20
名
。

家
賃
助
成
で
39
件
98
名
。

内
町
外
者
は
９
件
24
名
。

ふ
る
さ
と
納
税

問 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

事
業
の
経
費
は

答 

企
画
財
政
主
幹

返
礼
費
２
，
１
４
６
万
、
通

信
運
搬
費
８
２
５
万
、
広
告
料

36
万
、
手
数
料
１
，
４
２
４
万
、

が
主
な
も
の
で
合
計
が
、
４
，

４
３
４
万
円
。

避
難
場
所

問 

災
害
発
生
時
の
備
蓄
品

は

答 

総
務
課
参
事

指
定
避
難
所
、
7
カ
所
で
想

定
収
容
人
数
は
１
，８
９
０
人
。

避
難
所
開
設
か
ら
、
72
時
間
分

の
備
蓄
品
を
準
備
。

認
定
こ
ど
も
園

問 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
、ど
う
い
う

も
の
か
、ま
た
、経
費
は

答 

保
健
福
祉
課
長

み
え
る
き
っ
ず
と
言
う
も
の

を
利
用
。
登
降
園
管
理
機
能

や
、
欠
席
、
遅
刻
、
早
退
の
連

絡
を
ス
マ
ホ
１
つ
で
申
請
、
保

護
者
の
方
へ
一
斉
送
信
連
絡
機

能
が
あ
り
大
変
好
評
。
経
費
は

１
５
０
万
６
千
円
そ
の
う
ち
、

50
万
円
は

保
育
対
策

総
合
支
援

事
業
費
補

助
金
。

主な Q & A

令和４年度
決算審査特別委員会

質質疑疑ああれれここれれ

こんな事業やりました
●奈井江版生涯活躍のまちに要する経費

９,８７４万円（新規）

●新型コロナウイルス感染症対策臨時交付金事業

1億7,566万円（6,35３万円増）

●定住促進事業（住宅建設、リフォーム等）

５,４２１万円（１,２３２万円増）

●庁舎整備等に要する経費

３億１,１８５万円（２億４,９８６万円増）

●庁舎の維持管理に要する経費

３,１８０万円（１,１１３万円増）

●道営土地改良事業に要する経費

４,６５６万円（４０万円増）

●除排雪に要する経費

２億９,８９５万円（７,７９７万円増）

●公園の維持管理に要する経費

２,１３０万円（３８６万円増）

●緊急自然災害防止対策

２,０９４万円（新規）

●病院事業会計繰出金

３億６,３０１万円（１３７万円増）

※（　）内数字は前年度比較
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

問 
今
後
の
見
通
し
は

答 

保
健
福
祉
課
長

65
歳
以
上
の
方
は
努
力
義
務

が
課
さ
れ
て
い
る
た
め
、
順
次

接
種
券
を
発
行
し
、
予
約
を
受

け
付
け
る
。
64
歳
以
下
に
つ
い

て
は
基
礎
疾
患
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら

ず
申
請
方

式
で
案
内

や
啓
発
を

行
っ
て
い

く
。そ

ら
ち
工
業
団
地

問 

空
知
団
地
の
１
部
を
民

間
企
業
に
売
却
し
た
が
、

そ
の
後
は

答 

産
業
観
光
課
参
事

近
い
う
ち
に
実
験
棟
の
建
設

が
始
ま
る
と
聞
い
て
い
る
。
企

業
と
は
タ
イ
ム
リ
ー
に
連
絡
を

取
り
合
い
、
事
業
の
進
捗
状
況

の
確
認
や
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
支
援
や
協
力
を
行
っ
て
い

く
。企

業
誘
致
活
動

問 

具
体
的
な
活
動
は

答 

産
業
観
光
課
参
事

企
業
立
地
活
動
訪
問
と
し

て
、
町
外
の
企
業
団
体
１
カ
所

を
訪
問
、
又
、
町
内
の
、
の
べ

4
社
を
訪
問
。
秋
に
は
国
内
最

大
級
の
Ｉ
Ｔ
関
係
の
展
示
会

「
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
＆
ス
ト
レ

ー
ジ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」（
幕
張
メ
ッ

セ
）
に
参
加
し
企
業
誘
致
推
進

会
議
と
し
て
ブ
ー
ス
を
設
け
Ｐ

Ｒ外
国
語
指
導
助
手

問 

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
現
状
は

答 

教
育
委
員
会
参
事

現
在
２
名
を
雇
用
。
小
、
中

学
校
と
高
校
に
も
派
遣
。
任
期

は
来
年
の
７
月
31
日
と
８
月
１

日
ま
で
。
今
後
も
２
名
体
制
を

維
持
し
て
い
く
予
定
。

下
水
道
施
設

問 

老
朽
化
は
心
配
な
い
か

答 

建
設
環
境
課
長

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ヒ
ュ
ー
ム

管
の
耐
用
年
数
は
50
年
、
現
状

で
は
、
あ
と
10
年
程
先
だ
が
、

毎
年
点
検
を
し
な
が
ら
、
状
況

を
確
認
し
て
い
く
。

墓
地
の
入
り
口
盾
板

問 

入
り
口
の
盾
板
が
わ
か

り
づ
ら
い
の
で
は

答 

建
設
環
境
課
長

入
口
に
つ
い
て
は
、
東
３
線

側
に
４
カ
所
、
必
要
な
時
期
に

設
置
し
て
お
り
内
部
に
も
一
方

通
行
の
盾
板
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
入
り
口
の
看
板
に
つ
い
て

は
今
後
内
部
で
検
討
。

町
立
国
保
病
院
の
運
営

問 

資
金
不
足
の
今
後
の
対

応
は

答 

町
立
病
院
参
事

令
和
９
年
度
ま
で
に
経
常
収

支
の
黒
字
化
、
又
、
資
金
不
足

の
解
消
を
計
画
の
中
で
盛
り
込

む
様
に
、
以
前
の
経
営
改
革
プ

ラ
ン
の
時
よ
り
も
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。
今
後
起
債
の
償
還

の
負
担
が
減
る
見
込
み
な
の

で
、
そ
れ
ら
を
加
味
し
、
役
場

関
係
者
も
入
っ
た
会
議
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

問 

給
食
費
の
委
託
先
と
委

託
料
は

答 

町
立
病
院
参
事

富
士
産
業
の
旭
川
支
店
と
契

約
中
。
４
年
度
病
院
分
が
２
，

９
８
３
万
円
、
サ
高
住
分
が
９

２
４
万
円
。
公
定
価
格
で
あ
る

入
院
患
者
の
給
食
費
が
上
が
ら

な
い
こ
と
が
、
悩
み
の
種
と
な

っ
て
い
る
。
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問 

今
年
度
残
っ
た
交
付
金
は
翌

年
度
に
繰
り
越
せ
る
の
か

答 

単
年
度
精
算
な
の
で
繰
り
越

せ
な
い
。

問 

地
域
づ
く
り
研
究
所
へ
の
委

託
料
の
内
訳
は

答 

研
究
所
の
経
費
と
、
し
ご
と

コ
ン
ビ
ニ
、
は
た
ら
こ
ら
ぼ
、

ラ
ン
デ
ザ
イ
ン
へ
の
再
委
託
料
。

問 

し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
に
事
業
を

発
注
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
無
い

の
で
は

答 

事
業
所
に
理
解
を
頂
き
、
地

域
で
活
躍
す
る
人
が
増
え
る

様
な
取
り
組
み
に
し
た
い
。

問 
働
く
人
た
ち
の
保
険
は

答 
扱
う
商
品
に
つ
い
て
は
、
し

ご
と
コ
ン
ビ
ニ
で
対
応
し
、

働
く
人
は
個
人
事
業
主
と
な
る
の
で

個
人
の
対
応
に
な
る
。

問 

空
き
店
舗
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す

る
時
の
改
修
費
用
は

答 

交
付
金
で
対
応
し
、
家
賃
で

回
収
す
る
方
向
で
検
討
。

問 

特
産
品
開
発
チ
ー
ム
の
活
動

は

答 

現
時
点
で
は
、
チ
ー
ム
の
中

で
議
論
を
し
て
い
る
。

問 

仕
事
情
報
提
供
例
は
住
民
が

見
る
こ
と
が
出
来
る
か

答 

し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
登
録
者
だ

け
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

問 

報
酬
額
の
算
定
基
準
は

答 

最
低
賃
金
以
上
で
事
業
所
と

相
談
す
る
。

問 

会
議
の
情
報
共
有
・
情
報
公

開
不
足
が
感
じ
ら
れ
る
。

答 

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
や

行
政
推
進
会
議
が
担
っ
て
い

る
が
、今
後
体
制
を
含
め
検
討
す
る
。

問 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

こ
の
事
業
の
財
源
に
な
る
の

か答 

こ
の
事
業
に
充
当
す
る
。

問 

人
件
費
対
象
の
職
員
は

答 

健
康
運
動
フ
ロ
ア
や
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
職
員
。

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

生
涯
活
躍
の
ま
ち
「
誰
も
が
躍
動

し　

寄
り
添
い
集
う　

全
世
代
共
奏

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
、
２
年
目
の
事

業
の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

多
岐
に
わ
た
る
事
業
の
着
実
な
推

進
と
、
目
標
が
実
現
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
と
も
に
交
付
金
が
終
了
し

た
後
も
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
の
確
立
に
向
け
て
施

策
の
推
進
を
願
い
た
い
。

生涯活躍のまちの
取り組みについて

着実な事業の推進と、
持続可能な
事業展開を
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問 

業
務
の
形
態
は

答 

業
務
は
委
託
を
、
施
設
は
協

定
に
基
づ
き
共
同
利
用
し
て

い
る
。

問 

運
営
委
員
の
構
成
は

答 

条
例
、
規
定
に
基
づ
き
、
校

長
、
教
頭
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が

参
画
し
て
い
る
。

問 

給
食
だ
よ
り
の
発
行
は

答 

砂
川
市
給
食
セ
ン
タ
ー
発
行

の
も
の
を
利
用
し
て
い
る
。

問 

ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
策
は

答 

毎
年
、
就
学
時
に
ア
レ
ル

ギ
ー
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

問 

給
食
無
償
化
の
影
響
額

答 
全
児
童
を
対
象

に
す
る
と
年
間

１
６
１
０
万
円
に
な
る
。

【
委
員
会
か
ら
の

�

意
見
・
要
望
】

砂
川
市
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
現
地
調
査
を

行
い
、
施
設
の
視
察
と

説
明
を
受
け
た
。
食
品

の
安
全
性
、
地
産
地
消

や
衛
生
管
理
等
に
重
点

を
置
き
運
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
引
き
続
き
、
安
全

安
心
な
給
食
の
提
供
と

と
も
に
、
食
育
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

問 

固
定
資
産
税
の
徴
収
状
況

に
つ
い
て

答 

住
所
確
認
を
行
い
納
付
書

を
送
付
す
る
。
納
税
者
が

死
亡
の
場
合
は
相
続
人
に
伝
え

る
。問 

徴
収
率
を
高
め
る
た
め
の

方
法
は

答 

直
接
町
内
外
に
出
向
い
た

り
、
電
話
で
納
税
の
催
促

を
し
て
い
る
。

問 

経
常
収
支
比
率
の
推
移
と

近
隣
自
治
体
と
の
比
較

答 

普
通
交
付
税
の
増
加
と
、

経
常
経
費
の
減
少
で
改
善

し
て
い
る
。

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

税
は
、
町
政
運
営
の
自
主
財
源

で
、
公
平
性
の
確
保
の
観
点
か
ら

も
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

財
政
状
況
は
、
財
政
健
全
化
に

向
け
た
兆
し
が
見
え
る
一
方
で
、

今
後
の
公
債
費
の
増
加
や
町
立
国

保
病
院
の
経
営
健
全
化
な
ど
の
課

題
も
あ
る
。
引
き
続
き
、
健
全
財

政
が
堅
持
さ
れ
る
よ
う
、
歳
入
確

保
と
歳
出
削
減
に
向
け
て
努
力
願

い
た
い
。

町
税
の
賦
課
徴
収
状
況
と

財
政
状
況
に
つ
い
て

病
院
経
営
の
課
題
や
、

公
債
費
増
加
へ
の
懸
念

今
後
も
健
全
財
政
の

堅
持
を
！

学校給食について
（現地調査　砂川市学校給食センター）

安全・安心な給食の提供と
食育への積極的な
取り組みを！



　公衆浴場存続を求める町民有志の皆さんが、議会に593筆の署名を添え請願書を提出し、 
議会はこの請願を全会一致で採択し、皆さんの熱い思いを受け止め、決議文を議決しました。
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過疎化が進む当町において、定住対策は重要な課題であり、各種住宅に関わる補助金等を
設け、町外からの移住促進にも努めているところですが、現在住まわれている皆さんに、よ
り住みやすいまちづくりを推進していくことが、大きな誘導につながります。
そんな中で、町内唯一の公衆浴場「松の湯」が、経営者の高齢化、後継者問題で事業継承
が困難となり、何時閉鎖するかわからない状況にあります。
この度、公衆浴場の今後を心配する多くの皆さんから、存続を求める声が届いたことは、
重く受け止めなければなりません。
町としても、公衆浴場の公共性や公益性に鑑み、これまでも支援を行っております。
現在は温泉も閉鎖中で、お風呂のない方、自宅にお風呂はあっても独居や身体に不安を抱
えている等で使用出来ない方がおられ、そんな中で公衆浴場は、「住民の保健衛生や健康増進」
「住民相互の交流促進」「住民の福祉向上」「住民の憩いの場」等には欠かせない役割をもつ施
設であります。
他の自治体も同様な課題に対し、様々な対策を行い、「風呂難民」を出さないよう努めて
いるところであります。
当町におきましても、様々な可能性をさぐり、住民の高齢化も進む中、心配される「風呂
難民」となる方が出ないよう対策を講じることを求める。
以上、決議する。

　　　　令和５年９月14日� 奈井江町議会

「風呂難民」「風呂難民」対策を求める決議対策を求める決議

滝川市 砂川市 芦別市 赤平市 歌志内市
銭　湯 ０件 １件 ３件 ０件 ０件
温　泉 ２件 ０件 １件 １件 １件

上砂川町 浦臼町 新十津川町 雨竜町 奈井江町
銭　湯 ０件 ０件 ０件 ０件 １件
温　泉 １件 １件 １件 １件 ０件

中空知管内の状況

浴槽と洗い場 脱衣場
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ようこそ奈井江町へ
定住・移住政策の成果により奈井江町へ移住する方が増えています。定住・移住政策の成果により奈井江町へ移住する方が増えています。
今回は、菅さんです。今回は、菅さんです。

私
達
は
、
以
前
上
川
町
に
住

ん
で
お
り
ま
し
た
。
前
職
で
は

ホ
テ
ル
で
、
企
画
、
営
業
の
仕

事
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。

仕
事
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性

化
と
い
う
事
に
興
味
を
持
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
奈
井
江
町
に

移
住
し
て
き
ま
し
た
。
実
際
に

住
ん
で
み
て
、
奈
井
江
町
で
は

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
や
、
家

賃
の
補
助
や
、
新
築
、
中
古
物

件
購
入
へ
の
支
援
が
充
実
し
て

お
り
、
移
住
者
に
は
と
て
も
魅

力
だ
な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
方
々
も
親
切
で

住
み
や
す
さ
を
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

現
在
は
、
な
い
え
共
奏
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
て
し
ご
と
コ
ン
ビ

ニ
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
し

ご
と
コ
ン
ビ
ニ
が
奈
井
江
町
に

あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も

ら
え
る
仕
組
み
に
す
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
！
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

菅さんファミリー

詳細は次号（２月15日発行 第34号）にてお知らせいたします。詳細は次号（２月15日発行 第34号）にてお知らせいたします。

10月17日10月17日(火)(火)に開催いたしましたに開催いたしました

「議会懇談会」 「議会懇談会」 の様子です。の様子です。
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基
幹
産
業
で
あ
る
コ
メ
の

収
穫
も
終
わ
り
、
長
い
冬
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
冬
に
懸
念
さ
れ
て
い
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
は
予
防
接
種

を
終
え
ら
れ
ま
し
た
か
。
第

33
号
の
議
会
だ
よ
り
で
は
決

算
審
査
特
別
委
員
会
、
ま
ち

づ
く
り
常
任
委
員
会
な
ど
、

議
会
と
し
て
審
議
さ
れ
た
内

容
を
掲
載
し
ま
し
た
。

次
号
で
は
、
10
月
17
日
に

開
催
さ
れ
た
、
議
会
懇
談
会

で
の
ご
意
見
や
要
望
、
中
空

知
議
員
交
流
会
（
雨
竜
町
）

奈
井
江
町
議
会
視
察
研
修
（
沼

田
町
・
東
川
町
）
の
内
容
な

ど
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
こ
れ
ら
の
活
動
を
、

議
会
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
笹
木
）

編

集

後

記

表
紙
の
１
枚

表
紙
の
１
枚

９
月
25
日

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス
ヤ
ル

ビ
町
訪
問
団　

議
場
歓
迎
会
・

意
見
交
換
会

発
行
　
奈
井
江
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

遠
藤　

共
子

副
委
員
長　

根
岸　

一
志

委　
　

員　

笹
木
利
津
子

　
　
　
　

星　
　

厚
早

第４回定例会（予定）
■日 程　12月８日（金）

～12月12日（火）
■場 所　�役場３階議事堂
どなたでも傍聴できます。お気軽にお越しください。

お問い合わせは議会事務局まで
６５－２１６６
gikai@town.naie.lg.jp

日
時　

7
月
12
日

場
所　

�

栗
山
町　

カ
ル
チ
ャ
ー

プ
ラ
ザ
「
Ｅ
Ｋ
ⅰ
」

講
師　

�

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
研
究
所
ロ
ー
カ

ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
　

長
内
紳
悟
氏

　

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
、

Ｄ
Ｘ
・
高
度
化
へ
と
題
し
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
研
修
会
は
、
議
会

議
員
の
資
質
の
向
上
を
目
的
と

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
感
染

症
対
策
の
面
で
、
議
会
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で

デ
ジ
タ
ル

化
を
取
り

入
れ
た
有

効
的
な
議

会
活
動
等

に
つ
い
て

学
び
ま
し

た
。

空
知
町
村
議
会

議
員
研
修
会

議
会
運
営
委
員
会
報
告

議
会
運
営
委
員
会
報
告

８
月
24
日

・
第
４
回
臨
時
会
の
議
会
運

営
に
つ
い
て

９
月
１
日

・
第
４
回
定
例
会
の
議
会
運

営
に
つ
い
て

９
月
８
日

・
追
加
議
案
に
つ
い
て

・
議
長
か
ら
の
諮
問
に
つ
い

て
９
月
11
日

・
議
会
運
営
に
つ
い
て

広
報
常
任
委
員
会
報
告

広
報
常
任
委
員
会
報
告

議
会
だ
よ
り
32
号
（
８
月
15

日
発
行
）

編
集
の
た
め
４
回
の
委
員
会

を
開
催

全
員
協
議
会
報
告

全
員
協
議
会
報
告

８
月
24
日

・
第
４
回
臨
時
会
に
つ
い
て

８
月
31
日

・
第
３
回
定
例
会
の
議
案
説

明
に
つ
い
て

９
月
７
日

・
第
３
回
定
例
会
の
議
会
運

営
に
つ
い
て

９
月
14
日

・
第
３
回
定
例
会
の
議
会
運

営
に
つ
い
て

・
一
部
事
務
組
合
の
議
会
報

告
に
つ
い
て

10
月
12
日

・
第
７
回
議
会
懇
談
会
に
つ

い
て

委委員会報告員会報告
Committee  Report
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